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わ
が
国
の
各

地
の
法
律
事
務

所
や
法
曹
（
実

務
家
）
の
居
宅

に
は
、
ギ
リ
シ

ャ
神
話
の
女
神

テ
ミ
ス
像
が
飾

ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
欧
米
の
法
律
事

務
所
等
も
同
様
で
あ
る
が
、

そ
の
像
の
大
半
は
目
隠
し
を

し
て
い
る
▼
一
般
的
に
こ
の

女
神
が
目
隠
し
を
し
て
い
る

の
が
当
然
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
い
よ
う
だ
が
、
起
源
を

辿
っ
て
み
る
限
り
、
本
来
は

テ
ミ
ス
は
目
隠
し
を
し
て
お

ら
ず
、
こ
れ
は
法
思
想
史
に

関
す
る
絵
画
等
を
調
べ
た
経

験
が
あ
れ
ば
気
づ
く
こ
と
で

あ
る
。
最
高
裁
の
ロ
ビ
ー
に

飾
ら
れ
て
い
る
テ
ミ
ス
像
も

目
隠
し
は
し
て
い
な
い
▼
法

律
学
に
関
わ
る
者
と
し
て
、

こ
れ
が
実
務
家
と
研
究
者
の

違
い
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

実
務
家
が
当
然
と
思
わ
れ
て

き
た
こ
と
に
基
づ
い
て
法
律

学
を
実
践
す
る
の
に
対
し

て
、
我
々
研
究
者
は
ま
ず
伝

統
的
な
法
律
学
に
対
す
る
疑

問
（
当
然
と
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
本
当
に
当
然
な
の
か
）

を
抱
け
な
け
れ
ば
、
研
究
者

と
し
て
失
格
で
あ
る
▼
入
試

の
季
節
を
迎
え
、
暗
記
に
多

く
を
頼
っ
て
き
た
受
験
生
達

の
う
ち
、
学
ぶ
内
容
に
常
に

疑
問
を
抱
き
つ
つ
研
究
者
を

志
す
資
質
の
あ
る
者
が
少
し

で
も
多
く
い
て
欲
し
い
と
、

非
常
に
興
味
深
く
期
待
し
て

い
る
。

（
笹
本

幸
祐
）

２

面

関
西
大
学
・
大
阪
医
科
大
学
・
大
阪
薬
科
大
学

全
国
初
の
３
大
学
共
同
学
部
を
設
置

３

面

関
西
大
学
志
望
動
機
調
査
を
実
施

４
・
５
面

特
集

素
朴
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

６

面

特
集

他
大
学
と
の
学
び
の
交
流

８

面

特
集

関
大
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
大
集
合
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４月の誕生石、世界中の女性があこがれ
る宝石の中の宝石ダイヤモンド。もとも
と、こんなに美しいのだろうか。また、な
ぜ、大きさに対して高価なのだろうか。
古くから、富と権力の象徴としてダイヤ
モンドは用いられ、上に示す大きなダイヤ
モンドをちりばめた王冠はルイ１５世の戴冠
式の際に用いられたもので、多くの貴族や
王の間を渡り歩いたリージェントと名付け
られる巨大なダイヤモンドが中心に輝いて
いる。
それでは、なぜダイヤモンドがそれほど
にまで、珍重されるのであろうか。ダイヤ
モンドは、鉛筆の芯として用いられている
黒鉛と同じ炭素という元素から出来ている
といったら、�そんなことは知っている�と
いう人と�えっ�と驚く人どちらが多いだ

ろうか。実際にダイヤモ
ンドを空気中で高温に熱
すると燃えてなくなって
しまうので、宝石は財産
と思って大切に保管して
いても、火事に遭ったら
焼け跡から指輪の金属部
分は出てきても、宝石は
見つからないかもしれな
い。
それではダイヤモンド
はどこにあるのだろう
か。大陸の古い時代の地

層があるところに限られ、残念ながら日本
には全く存在しない。最大の産出国はロシ
アで、ついでアフリカの南部から中央部の
大西洋側の諸国、オーストラリアなどに限
られている。また、比較的小さなものは見
つかりやすいが、大きなものは、著しく掘
り出される数が減少するために、価格は飛
躍的に高くなる。
中世にヨーロッパでは錬金術として、金
以外の金属から金をつくろうとする試みが
数多くなされてきた。ダイヤモンドを人工
的に作る人はいなかったのだろうか。おそ
らく金は黄色く輝いており、似たものを作
りやすかったのに対し、ダイヤモンドは無
色透明で、中世の錬金術師の手に負える代
物ではなかったと思われる。世界ではじめ
て人工ダイヤモンドの合成に成功したの
は、１９５５年になってアメリカで行われた実
験によるものである。このときは地中でダ
イヤモンドが生成したと考えられる１５００℃
以上の高温と数万気圧という高い圧力に、
鉛筆の芯の材料である黒鉛を処理してやっ
と合成に成功した。しかし、こうして出来
たものは顕微鏡で見てはじめてダイヤモン
ドと分かるような微少な粒であった。その
後この技術は進歩し、現在では１０ミリメー
トルを超えるものも作ることは可能になっ
てきたが、宝飾用のダイヤモンドは未だ人
工では作られていない。
上（右下の図）のきれいな結晶は、日本

で世界に先駆け発明されて、今までの人工
ダイヤモンドの製造法とは全く異なる、真
空に近い低い圧力と比較的低温でメタンの
ような気体から作られたものである。この
製造法では、大きなダイヤモンドの結晶は
作れないが、薄膜状に作成できることか
ら、新しい電子材料に用いられると期待さ
れるものである。
ここで、表題の「ダイヤモンドはなぜ輝
くか」に答えなければならない。ダイヤモ
ンドは地中から掘り出されたときから、美
しく輝いているのだろうか。答えは�否�
である。ダイヤモンドは透明な物質として
最も比重が高く、屈折率が大きい。また、
あらゆる物質の中で最も硬い。このような
性質によって、結晶の中に進入した光が磨
かれた面の内部で、何度も反射するために
輝いて見えるのである。
そのためには原石を美しく見せるために
表面を磨き特定の形状にそろえる必要があ
る。最も硬いものを何によって磨くか。そ
れは微粒子のダイヤモンドによってのみ磨
くことが出来るのである。
さて、大学の役割は何であろうか。改めて
問うまでもなく人を磨くところであろう。
在学生は残りの大学生活で、受験生の諸
君はめでたく入学したなら４年間で、自分
自身を自分で磨いて豊かな人生を築くこと
に役立ててほしい。

（環境都市工学部教授）

鈴木 俊光
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重
点
領
域
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
お
お
ら
か
な
信
頼
社
会
の

構
築
を
め
ざ
し
た
ユ
ー
モ
ア
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合

的
研
究
」（
代
表
・
竹
内
洋
文
学

部
教
授
）
チ
ー
ム
は
、「
ソ
シ
オ

ン
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ

ト
」（
主
幹
・
木
村
洋
二
社
会
学

部
教
授
）
を
コ
ア
に
、「
横
隔
膜

式
笑
い
測
定
機
」
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
笑
い
は
、
一

般
に
、
笑
顔
や
笑
い
声
と
し
て

表
出
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の

チ
ー
ム
は
、
脳
内
で
発
生
す
る

笑
い
の
出
力
波
が
一
次
的
に
投

射
さ
れ
る
の
は
「
横
隔
膜
」
に

違
い
な
い
、
と
考
え
、
そ
の
微

妙
な
振
動
を
観
測
す
る
方
法
を

模
索
し
て
き
た
。
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
た
結
果
、
見
事
な
筋

電
位
波
を
採
取
す
る
こ
と
に
成

功
、「
お
か
し
み
の
笑
い
」
に
特

有
の
波
形
を
検
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
を
積
算
す
る
こ

と
で
「
笑
い
の
量
」
を
定
量
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
タ

ー
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社
（
京
都

市
）
の
協
力
を
得
て
解
析
ソ
フ

ト
を
開
発
、
昨
年
十
一
月
に
大

学
か
ら
特
許
を
申
請
し
た
。
現

在
実
装
に
向
け
て
企
業
と
提
携

を
検
討
中
で
あ
る
。
こ
の
測
定

機
は
ウ
ソ
笑
い
や
愛
想
笑
い
、

空
笑
い
に
は
反
応
し
な
い
。
お

か
し
み
に
よ
る
本
当
の
笑
い
の

総
量
（
単
位
は
「
ア
ッ
ハ
」
に

な
る
見
通
し
）
を
測
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
免
疫
機
能
な

ど
、
笑
い
と
健
康
の
関
連
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
の
機
能
を
科

学
的
に
解
明
す
る
強
力
な
ツ
ー

ル
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、研
究
成
果
の
一

部
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
笑

い
の
実
測
実
験
も
行
う
予
定
で

あ
る
。
参
加
申
し
込
み
はso

cion
@
ipck
u
.k
an
sai

�
u.ac.jp

へ
。

（
ソ
シ
オ
ン
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ユ
ニ
ッ
ト
）

日

時
�
二
月
二
十
三
日
（
土
）
十
三
時
〜
十
七
時

会

場
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
三
学
舎
（
社
会
学
部
）
四
三
〇
二
教
室
（
予
定
）

基
調
講
演
�「
笑
い
の
脳
内
表
現
」京
都
大
学
大
学
院
教
授

苧
阪

直
行

報

告
�「
Ｄ
Ｌ
Ｍ
横
隔
膜
式
笑
い
測
定
機
の
開
発
」社
会
学
部
教
授

木
村

洋
二

討

論
�「
心
を
腹
か
ら﹇
見
る
﹈こ
と
は
可
能
か
」社
会
学
部
教
授

雨
宮

俊
彦

他

関
西
大
学
は
、
大
阪
医
科
大

学
、
大
阪
薬
科
大
学
と
と
も

に
、
二
十
一
世
紀
「
生
命
の
時

代
」
を
担
う
医
学
・
工
学
・
薬

学
を
学
際
的
に
学
ん
だ
人
材
、

か
つ
、
専
門
知
識
に
加
え
て
教

養
、
心
理
、
倫
理
な
ど
も
学
ん

だ
看
護
師
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
大
阪
医
科
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
三
大
学
共
同
学
部
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
文
部
科
学
省
が
現
在

検
討
し
て
い
る
複
数
大
学
に
よ

る
共
同
学
部
設
置
制
度
を
活
用

し
て
、
三
大
学
が
共
同
し
て
設

置
す
る
も
の
で
、
平
成
二
十
二

年
四
月
の
開
設
を
め
ざ
す
。

学
部
名
称
は
未
定
で
あ
る

が
、
生
命
科
学
部
、
生
命
医
科

学
部
あ
る
い
は
生
命
健
康
学
部

と
い
っ
た
生
命
科
学
系
の
学
部

と
し
、
学
生
定
員
は
一
学
年
約

二
百
人
規
模
で
検
討
し
て
い

る
。
学
科
あ
る
い
は
コ
ー
ス
構

成
も
未
定
で
あ
る
が
、
生
命
医

科
学
科
、
生
命
薬
科
学
科
、
医

工
学
科
、
生
命
情
報
科
学
科
、

医
療
経
営
学
科
、
看
護
学
科
ま

た
は
コ
ー
ス
を
想
定
し
て
い

る
。教

育
研
究
体
制
と
し
て
は
、

共
同
学
部
の
利
点
を
活
か
し
、

学
生
・
教
員
双
方
に
お
い
て
流

動
性
の
高
い
も
の
と
し
、
看
護

学
科
で
の
国
家
資
格
に
か
か
わ

る
専
門
科
目
以
外
で
は
、
共
通

の
教
養
・
専
門
教
育
の
ほ
か
、

三
大
学
に
お
け
る
関
連
の
専
門

教
育
と
卒
業
研
究
指
導
を
受
け

る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
学
部
完
成
後
の
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
、
共
同
大

学
院
ま
た
は
連
合
大
学
院
等
の

設
置
を
構
想
し
て
い
る
。
よ
り

高
度
な
専
門
教
育
・
研
究
の
た

め
、
固
有
の
装
置
・
設
備
の
ほ

か
、
三
大
学
の
既
存
の
教
育
・

研
究
施
設
も
活
用
し
、
融
合
し

た
教
育
研
究
体
制
を
と
る
予
定

で
あ
る
。

今
後
、
三
大
学
関
係
者
に
よ

る
設
置
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

具
体
的
な
内
容
を
協
議
・
検
討

し
た
う
え
で
、
文
部
科
学
省
に

設
置
申
請
を
行
う
。

左から学校法人大阪医科大学・國澤隆雄理事長、
学校法人関西大学・森本靖一郎理事長、学校法人
大阪薬科大学・矢内原千鶴子理事長

本
学
で
は
、
建
学
当
初
よ

り
、
大
学
の
持
つ
知
的
資
源
を

社
会
に
還
元
す
る
た
め
、
地
域

と
の
連
携
を
重
視
し
て
き
た
。

平
成
十
七
年
に
社
会
連
携
推
進

本
部
に
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
大
学
の
使
命
と
さ
れ

る
「
教
育
」
「
研
究
」
そ
し

て
、「
社
会
貢
献
」
を
、
学
是
で

あ
る
「
学
の
実
化
」
の
実
践
を

も
っ
て
果
た
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
高
槻
市
お
よ

び
吹
田
市
、
八
尾
市
、
明
日
香

村（
奈
良
県
）、

丹
波
市
（
兵
庫

県
）、
武
雄
市

（
佐
賀
県
）
と

連
携
協
力
に
関

す
る
包
括
協
定

を
結
び
、
り
そ

な
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
等
の

金
融
機
関
や
企

業
と
も
連
携

し
、
大
阪
天
神

橋
筋
商
店
連
合

会
と
も
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
ま
た
、
福
井
県
と
も
地
域

の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

昨
今
の
地
域
連
携
に
お
い
て

学
生
諸
君
の
か
か
わ
り
が
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

教
員
へ
の
地
域
連
携
協
力
は

も
と
よ
り
、
最
近
は
、
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
活

用
し
、
学
生
と
教
員
に
よ
る
教

育
研
究
活
動
を
通
じ
て
活
性
化

す
る
形
態
の
連
携
が
増
え
て
い

る
。こ

の
現
象
は
、
次
世
代
社
会

を
担
う
学
生
諸
君
が
地
域
の
人

び
と
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
地

域
社
会
に
内
在
す
る
課
題
を
発

見
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

明
日
香
村
と
の
連
携
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
飛
鳥
川
環
境
保

全
に
取
り
組
み
、
丹
波
市
と
の

連
携
で
は
、
本
学
学
生
の
提
案

「
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
、
む

ら
を
つ
く
る
」
が
設
計
コ
ン
ペ

で
丹
波
市
長
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
に
は
じ
ま
り
、
大
阪
天
神
橋

筋
商
店
連
合
会
と
は
、
社
会
学

部
の
実
習
授
業
か
ら
連
携
が
生

ま
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
吹
田
市

や
高
槻
市
内
で
の
商
店
街
の
活

性
、
学
生
団
体
活
動
を
通
じ
た

地
域
と
の
連
携
を
積
極
的
に
取

り
組
む
学
生
諸
君
も
多
い
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
創
出
な
く
し

て
は
成
り
立
た
な
い
。
そ
の
活

力
を
生
み
出
す
の
は
、
次
世
代

社
会
の
主
役
と
な
る
学
生
諸
君

で
あ
る
。
本
学
に
は
、
多
く
の

地
域
か
ら
連
携
へ
の
問
い
合
わ

せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
学
生

諸
君
に
は
本
学
の
地
域
と
の
連

携
事
業
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の

体
験
を
将
来
に
活
か
し
て
も
ら

い
た
い
と
切
に
願
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。

（
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

昨
年
十
二
月
一
日
に
関
西
大

学
人
権
問
題
研
究
室
と
大
阪
ド

イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
共
催

で
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴

史
認
識
と
歴
史
教
育
�
�
歴
史

教
科
書
を
め
ぐ
る
議
論
と
ド
イ

ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
接
近
の
道
」

が
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
文
館

で
開
催
さ
れ
た
。

ゲ
オ
ル
ク
・
エ
ッ
カ
ー
ト
国

際
教
科
書
研
究
所
（
ド
イ
ツ
）

の
フ
ァ
ル
ク
・
ピ
ン
ゲ
ル
副
所

長
「
二
国
間
の
『
教
科
書
外

交
』
か
ら
多
国
間
の
教
科
書
研

究
へ
」、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
（
ポ

ー
ラ
ン
ド
）
の
ウ
オ
ジ
ミ
エ
・

ボ
ロ
ジ
ェ
イ
教
授
「
一
九
七
二

年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
お
け
る

ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
教
科
書

委
員
会
」、
琉
球
大
学
の
高
嶋
伸

欣
教
授
の
「
日
本
に
お
け
る
最

近
の
歴
史
教
科
書
問
題
�
�
ア

ジ
ア
と
の
共
生
の
視
点
か
ら
」

の
三
つ
の
講
演
が
あ
り
、
田
中

欣
和
文
学
部
教
授
（
人
権
問
題

研
究
室
長
）
と
高
明
均
外
国
語

教
育
研
究
機
構
教
授
か
ら
関
連

発
言
が
な
さ
れ
た
。
約
二
百
人

の
参
加
で
熱
心
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。

講
演
と
そ
の
後
の
討
論
で
は

主
に
次
の
点
が
強
調
さ
れ
た
。

�
政
治
的
な
対
立
点
が
あ
っ
て

も
、
研
究
や
教
育
の
分
野
で
は

国
際
的
な
交
流
や
共
同
作
業
が

可
能
で
あ
る
、
�
「
歴
史
教
育

法
」
の
分
野
を
発
展
さ
せ
、
歴

史
教
育
の
方
法
を
工
夫
し
、
そ

れ
を
実
行
す
る
人
材
（
教
員
）

を
養
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、
�
歴
史
の
教
科
書
は
多
面

的
な
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
、
な
ど
で
あ
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

の
よ
う
な
対
立
の
激
し
い
国
家

間
で
も
歴
史
教
育
者
は
共
同
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
今
後
の
教
科
書

問
題
で
の
国
際
的
な
共
同
作
業

に
も
多
く
の
参
考
に
す
べ
き
点

を
明
ら
か
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
あ
っ
た
。

（
人
権
問
題
研
究
室
）

天神橋筋商店連合会との調印式
（昨年１１月２６日）

Ｊ
Ｒ
や
阪
急
で
高
槻
と
茨
木

の
間
を
通
る
僅
か
の
時
間
だ

が
、
車
内
か
ら
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
の
一
部
分
が
見
え
る
。

大
き
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

が
屋
上
に
あ
る
Ｄ
棟
（
大
学
院

棟
）。
そ
の
横
の
丸
い
円
の
デ
ザ

イ
ン
が
人
目
を
ひ
く
建
物
が
Ｌ

棟
（
厚
生
棟
）
で
あ
る
。

総
合
情
報
学
部
開
設
当
初
に

は
、
Ｂ
棟
（
図
書
・
教
室

棟
）、
Ｃ
棟
（
ス
タ
ジ
オ
棟
）、

Ｇ
棟
（
体
育
館
）、
そ
し
て
事
務

室
の
あ
る
Ａ
棟
（
管
理
棟
）

と
、
こ
の
Ｌ
棟
が
建
設
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
う
ち
、

Ｌ
棟
と
Ｂ
棟
一
階
の
図
書
室
の

部
分
を
除
く
ほ
と
ん
ど
は
、
大

き
さ
の
異
な
る
四
角
形
を
組
み

合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
が
基
調
で

あ
る
。

こ
こ
で
、
昔
懐
か
し
い
Ｌ
棟

開
設
当
時
の
写
真
を
紹
介
し
よ

う
（
Ｌ
棟
写
真
・
ま
だ
扇
形
の

Ｓ
棟
が
建
設
さ
れ
て
い
な
い
）。

総
合
情
報
学
部
生
が
、
四
角

い
教
室
で
授
業
を
受
け
た
後
、

ほ
っ
と
一
息
す
る
場
所
、
そ
れ

が
丸
い
Ｌ
棟
一
階
の
食
堂
で
あ

る
。
円
形
の
建
物
の
ほ
ぼ
半
円

に
あ
た
る
部
分
が
食
堂
の
座
席

ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

晴
天
の
日
の
午
後
は
、
Ｌ
棟

二
階
の
テ
ラ
ス
席
が
心
地
よ

い
。
テ
ラ
ス
に
出
る
と
、
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
設
備
で
あ

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ゴ
ル
フ
練
習

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
そ
し
て

関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が

見
え
る
。

さ
ら
に
高
槻
市
の
風
景
が
壮

大
に
広
が
る
。
遠
い
古
代
に
空

想
の
翼
を
広
げ
る
こ
と
の
で
き

る
古
墳
群
の
む
こ
う
側
に
日
本

の
大
動
脈
と
し
て
経
済
を
支
え

て
い
る
名
神
高
速
道
路
が
見
え

る
。
住
宅
地
の
中
で
白
く
輝
く

の
は
小
学
校
の
運
動
場
で
あ

る
。素

晴
ら
し
い
眺
め
が
パ
ソ
コ

ン
の
モ
ニ
タ
ー
を
注
視
し
た
学

生
た
ち
の
眼
を
癒
す
。
友
人
と

食
事
を
し
な
が
ら
談
笑
す
る
グ

ル
ー
プ
の
ほ
か
、
研
究
室
か
ら

抜
け
出
し
て
気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
大
学
院
生
の
姿
も
あ

る
。
メ
ニ
ュ
ー
に
「
風
景
」
と

い
う
文
字
は
載
っ
て
い
な
い
け

れ
ど
も
、
利
用
者
は
日
替
わ
り

で
そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

眺
望
の
良
さ
は
、
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
通
う
総
合
情
報
学
部

生
の
ち
ょ
っ
と
し
た
自
慢
な
の

で
あ
る
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
チ
ー

ム
）

開
設
当
時
の
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
望
む
高
槻
市
街
（
手

前
は
Ｌ
棟
）

会
計
士
試
験

４７
人
が
合
格

平
成
十
九
年
度
公
認
会
計
士

試
験
の
合
格
発
表
が
あ
り
、
四

十
七
人
（
う
ち
旧
第
二
次
試
験

合
格
者
十
一
人
を
含
む
）
の
本

学
学
生
お
よ
び
卒
業
生
が
合
格

し
た
。
現
役
の
合
格
者
は
、
商

学
部
学
生
一
人
と
会
計
専
門
職

大
学
院
院
生
一
人
で
あ
っ
た
。

今年３月をもって定年退職する
教員の退職記念最終講義が、下表
のとおり予定されているので、ふ
るって聴講してほしい。

●
「
関
西
四
大
学

学
長
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催

昨
年
十
二
月
九
日
、
本
学
を

は
じ
め
、
関
西
学
院
大
学
、
同

志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
の
各

学
長
に
よ
る
「
関
西
四
大
学
学

長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
読
売
新
聞
社

共
催
）
が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
て
開
催
さ
れ
た
。
今
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、「
国
際
化
・
国
際

性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
国
語

力
・
英
語
力
・
日
本
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
日

本
、
特
に
関
西
の
大
学
が
世
界

に
発
信
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

探
る
と
と
も
に
、
大
学
が
学
生

に
提
供
す
べ
き
も
の
、
未
来
の

大
学
像
に
つ
い
て
提
言
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
今
年
で
四
回
目

と
な
る
。

●
関
大
ふ
く
い
笑
い
講
を
開
催

本
学
は
、
昨
年
十
二
月
十
一

日
に
、福
井
県
福
井
市
に
て
「
関

大
ふ
く
い
笑
い
講
」
を
開
催
し

た
。
本
講
座
は
、
関
西
大
学
ソ

シ
オ
ン
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ

ニ
ッ
ト
が
昨
年
全
学
的
に
開
設

し
た
「
笑
い
の
総
合
科
学
を
め

ざ
し
て
」
と
題
す
る
新
し
い
講

義
（
テ
ー
マ
ス
タ
デ
ィ
）
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
大
阪
の
地

か
ら
「
笑
い
の
科
学
」
を
展
望

し
、
笑
い
の
総
合
的
解
明
を
め

ざ
す
「
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
立
ち
上
げ
を
記
念
す
る

た
め
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

約
六
百
人
の
聴
衆
が
講
演
に
耳

を
傾
け
た
。

●
第
二
十
四
回
織
田
作
之
助
賞

受
賞
作
発
表

一
月
九
日
、
第
二
十
四
回
織

田
作
之
助
賞
（
大
阪
文
学
振
興

会
、
毎
日
新
聞
社
、
関
西
大
学

主
催
）
受
賞
作
品
の
発
表
が
行

わ
れ
た
。
同
賞
は
、
大
阪
生
ま

れ
の
作
家
、
織
田
作
之
助
を
顕

彰
し
て
創
設
さ
れ
た
文
学
賞
で

あ
る
。
応
募
は
、
小
説
や
エ
ッ

セ
ー
な
ど
の
散
文
の
文
学
作
品

か
、
文
学
、
歴
史
、
芸
術
に
か

か
わ
る
評
論
・
評
伝
な
ど
で
関

西
（
近
畿
二
府
四
県
）
に
か
か

わ
り
が
あ
る
単
行
本
を
対
象
と

す
る
大
賞
と
、
二
十
四
歳
ま
で

の
若
手
を
対
象
に
短
編
小
説
を

公
募
す
る
青
春
賞
の
二
本
立
て

で
行
わ
れ
た
。

大
賞
に
は
二
作
品
、
青
春
賞

に
一
作
品
、
青
春
賞
の
佳
作
に

一
作
品
が
選
ば
れ
、
二
月
二
十

一
日
（
木
）
に
大
阪
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
授
賞
式
が

行
わ
れ
る
。

学 部 氏 名 日 時 場 所 テーマ

システム
理工学部

横田 勝弘 ２月２８日（木）
１１：００～１２：００

尚文館１階
マルチメディアＡＶ大教室

「教育と半導体研究を職業として４３
年―逃がした魚は大きかった―」

野村 康雄 ２月２８日（木）
１３：００～１４：００

尚文館１階
マルチメディアＡＶ大教室

「電気音響変換システム設計法の変
遷」

３大学共同学部を設置

学生も積極的に活動

関西大学・大阪医科大学・大阪薬科大学

地地域域ととのの連連携携進進むむ

平
成
２２
年
４
月
開
設
を
め
ざ
す

全
国
初

人
権
問
題
研
究
室
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

退職記念最終講義

２００
人
参
加
、
熱
心
な
議
論

笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑
いいいいいいいいいいいいいいいいいい
をををををををををををををををををを
科科科科科科科科科科科科科科科科科科
学学学学学学学学学学学学学学学学学学
すすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるる
―
Ｄ
Ｌ
Ｍ
横
隔
膜
式
笑
い
測
定
機
の
可
能
性

シンポジウム

食
堂
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
眺
望

（２）平成２０年（２００８年）２月１日第 ３５０ 号



関西大学志望動機調査を実施関西大学志望動機調査を実施関関西西大大学学志志望望動動機機調調査査をを実実施施
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験
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誌�

出
前
講
義�交通・

立地
入試の
難易度

キャン
パス

授業や
教授 就職 校風 図書館 クラブ

サークル 資格 奨学
資金 ＯＢ その他

１位 ３００ ５４０ １１７ １３５ ２６１ １９８ ０ ９９ ７２ １２ ３３ １３８
２位 ２４２ ２０４ １８４ ８０ ２５６ ８２ １０ ５２ ６２ ２０ ３８ １４
３位 ８６ ５８ １０５ ４４ ９２ ６９ １６ ３１ ４８ １１ ３３ ２４
計 ６２８ ８０２ ４０６ ２５９ ６０９ ３４９ ２６ １８２ １８２ ４３ １０４ １７６

受験
雑誌

オープン
キャンパス

入試
説明会

出前
講義

進学
ガイド

受験
赤本

ホーム
ページ

ポスター
新聞

１位 ２７６ ４８６ １６５ ３９ ５０４ ２６１ １２６ １５
２位 １５４ １７４ １３６ ２８ ３４０ １１８ ２３２ ２８
３位 ９０ ４３ ８４ １８ １００ ７９ １３９ ３０
計 ５２０ ７０３ ３８５ ８５ ９４４ ４５８ ４９７ ７３

全体総合分析

■受験時重視項目
「あなたが関西大学を受験すると

きに何を重視しましたか？」の質問
に対し１位にあげた項目で一番多か
ったのは「入試の難易度が自分にあ
っている」が２８．３％で、次いで、「交
通・立地がよい」１５．７％、「就職がよ
い」１３．７％で全体の５７．７％を占めて

いる。
優先１～３位合計点数（１位につ

けた項目に３点、２位に２点、３位
に１点をつけて合計）の比較をし
た。１位は、「入試の難易度が自分に
あっている」８０２点で、２位に「交通
・立地がよい」６２８点、３位「就職が
よい」６０９点で、４位に「キャンパス
がきれい」４０６点である。

■受験時相談相手
「あなたが関西大学を受験するとき
に誰の意見を参考にしましたか？」の
質問に対し１位にあげた項目で一番
多かったのは、「高校のクラス担任」
２２．６％、「高校の進路指導の先生」
１７．３％、「塾・予備校の先生」１４．４％

で、これら教育関係者で５４．３％、次
いで「保護者」１８．１％で全体の７２．４
％である。優先１～３位合計点数で
は、１位「高校のクラス担任」８０６
点、２位「保護者」７２５点、３位「高校
の進路指導の先生」５７２点、４位「塾・予
備校の先生」４６９点である。これ以外
に「友人に相談」３７１点が目を引く。

この調査は、平成１９年７～９月にかけて、商学部の男子学生３５８人
（５８．３％）、女子学生２５６人（４１．７％）、計６１４人に対し行った。入学年度構
成は、１年次生２３３人（２６．３％）、２年次生１７９人（２９．１％）、３年次生１４９人
（２４．３％）、４年次生５３人（８．６％）である。（商学部教授 大倉雄次郎）

■受験時参考媒体
「あなたが関西大学を受験すると

きに何を参考にしましたか？」の質
問に対し１位にあげた項目で一番多
かったのは、「関西大学の進学ガイド
やパンフレット」２６．９％、次いで「オ
ープンキャンパスなど関西大学を入
学前に見て」２６．０％、「受験雑誌」１４．７
％、「受験赤本」１３．９％である。優先

１～３位合計点数では、１位「関西大
学の進学ガイドやパンフレット」９４４
点、２位「オープンキャンパスなど関
西大学を入学前に見て」７０３点、６位
「入試説明会」３８５点と本学への事前の
調査がよくなされる一方、３位「受験
雑誌」５２０点、４位「受験赤本」４５８点、
と受験対策を怠らない高校生であ
る。最近のＩＴ化を反映して４位「関
西大学ホームページ」４９７点である。

■入学後の満足項目
入学後の満足度が高い項目の優先

１～３位合計点数の構成比分析は、
１年次生では、１位「キャンパスが
きれい」２３．４％、「交通・立地がよ
い」１９．４％で４２．８％である。これに

対し２～４年次生で、１年次生に対し
高いのは、３年次生で「教育の満足」
１５．７％（ゼミがよい、学びたい授業が
ある、学びたい教授がいる）、４年次
生で「就職がよい」１４．１％、「図書館が
よい」９．９％と年次が高いほど学生生
活の内容面での満足度が高い。

最近の経済環境から、近畿圏からの学生
にとっては、自宅通学が可能で、下宿生は生
計費や学費のためのアルバイト先が多く、
また就職試験や資格試験の受験でも大阪市

中心部に近く交通至便であるという点で千
里山キャンパスが高く評価されている。ゼ
ミなどの教育面については高い年次生ほど
満足し、それが好就職につながるため、こ

の点でも満足度が高い結果になっている。
また緑が多く設備の整ったきれいなキャン
パスが、快適な学生生活に欠かせないもの
であることも見逃せない。

リクルートは、同社が２カ
月に１回発行している高等教
育の専門誌『カレッジマネジ
メント』第１４７号（２００７年１１月
１日発行）で、「高校生から見
た大学ブランド」というテー
マの特集を組み、「進学ブラン
ド力調査２００７」の結果を公表
している。
今回で５回目となるこの調

査は、「２００７年６月に、関東・
関西・東海エリア在住の高校生１～３
年生を対象に実施」したもの。結果の
概要としては、「知名度も興味度も高

く、いわゆるブランドを確立
できているごくわずかの大学

と、知名度もなく興味も持たれていな
いほとんどの大学という、二極分化が
顕著になってきていることがわかっ

た」と分析している。
今回の調査で本学は、関西圏では興

味度と志望度が昨年に引き続いて総合
１位、知名度が総合２位（昨年は４
位）と、多数の大学がある中で突出し
て高校生の注目を集めていることがわ
かった。また、関東圏と東海圏では、
１５位までの総合ランキングからは漏れ
たものの、全３９項目にのぼる個別イメ
ージ調査では、関東圏で１７項目、東海
圏で２５項目が２０位までにランクインし
ており、本学の躍進ぶりが裏付けられ

ている。
なお、関西圏の個別イメージ調査で

本学がベスト３に入ったのは、次の７
項目である。
・「活気がある感じがする」（１位）
・「校風や雰囲気がよい」（１位）
・「学習設備や環境が整っている」（１位）
・「学生生活が楽しめる」（１位）
・「寮や奨学金などが充実している」（２
位）

・「クラブ・サークル活動が盛んである」（２
位）

・「キャンパスがきれいである」（３位）

進路の
先生

クラス
担任 塾予備校 保護者 兄弟

姉妹 友人 高校
先輩

関大
現役生

関大
卒業生 親戚 その他

（自分）
１位 ３２１ ４２０ ２６７ ３３６ ５４ １４１ ３９ ６０ ９ ６ ２０４
２位 １６８ ３０４ １４２ ２３２ ４８ １３４ ６６ ５４ ６ １８ １２
３位 ８３ ８２ ６０ １５７ １４ ９６ １８ ２５ １０ ２４ ２７
計 ５７２ ８０６ ４６９ ７２５ １１６ ３７１ １２３ １３９ ２５ ４８ ２４３
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パス 就職 食堂 図書館 クラブ

サークル 資格 奨学
資金

リード
センター
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A わが国の古代貨幣としては、８世紀初めに律令政府が鋳造した
和同開珎以下の皇朝十二銭（銅銭）が広く知られていますが、

最近では、７世紀末の天武天皇の時代に鋳造された富本銭（銅銭）を
最古の官銭（朝廷が造った貨幣）とする説も有力です。富本銭以前に
も、民間で造られた無文銀銭（銀貨）が使用されており、これが日本

最古の貨幣といえるかもしれません。ただ、当時は貨幣を必要とするほど経済が発達してお
らず、実際の経済活動では米や布といった実物貨幣の使用が一般的でした。富本銭や無文銀
銭については、いまだ不明な点が多く残されています。

（経済学部准教授 北原 聡）

A 軟弱な地層がある所では地下水をくみ上げ
ると地盤沈下が生じます。昭和30年代の初

めには東京、大阪、名古屋の沿岸地帯の工場では、
工業用水として地下水を大量にくみ上げました。
これらの地域は沖積粘土層という軟弱な層が厚く

堆積している地帯で、激しい地盤沈下が生じ、中には５ｍも沈
下した所があります。これらの地域は現在でも地下水をくみ上
げることはできません。一方京都は古来から地下水の利用が盛
んですが、軟弱層が薄いために地盤沈下は一部を除き、生じて
いません。京の雅と地下水は深い関係があります。

（環境都市工学部教授 楠見 晴重）

A 緑茶は、古くから日本人に飲用され、日常生活や文化と
密接に関係しています。緑茶の飲用によってがん罹患

（りかん）率が低下する可能性については、多くの人びとによ
って言い伝えられてきました。しかし、地域を限定した調査研
究では、緑茶飲用の予防効果を示す結果が得られたり、得られ
なかったりし、その有効性を立証するには至っていません。近
年、茶葉からポリフェノールの一種であるカテキンを単離し、
これを用いてがんの予防効果を調べる研究が進んでいます。最

近、この成分が、前立腺がんにかかるリスクの高い人に予防効果を示すこと
が証明されました。

（化学生命工学部教授 上里 新一）

A 経済効果とは、あることが起こった時にそれによってす
べての産業の売上金額がどれだけ増えるかを計算したも

のです。例えば、阪神が優勝すると、甲子園球場の入場料、
弁当、阪神百貨店のタイガースグッズ、阪神電車、スポーツ
新聞の売り上げなどが増加しますが、それらをすべて計算し
て、さらに他のすべての産業へのその影響も計算するもので

す。スポーツの経済効果以外にも、祭りやイベントの経済効果、企業誘致の経済効
果などが計算できます。経済学の「産業連関分析」という手法を使います。

（会計専門職大学院教授 宮本 勝浩）

A 公共事業の典型例は、道路やダムなどを建設すること
です。道路などは、人びとの生活にとって必要なもの

です。その意味では、市町村は困らないのです。しかし、実
際は、必要でないのに、公共事業が行われているのです。公
共事業には国から補助金が支出されます。しかし、事業後の
維持管理費用が、地元の市町村の負担になることがあるので

す。市町村は財政的に困ったことになります。また、公共事業によって地域の自然
や生活にマイナスの影響を与えることもあります。その対策のために市町村の行政
的・財政的負担が増えるのです。これ以外にも困ることがあるのですよ。

（政策創造学部教授 亀田 健二）

A プラズマテレビは小さなライト（画素）１つ１つを点灯や消灯する
ことで画像をつくりだすテレビです。そのため寿命が短く、点消灯

時に消費電力がかかりますが、画素を消灯すると黒が引き締まるという
特徴があります。液晶テレビは白色の全体照明をつけてその一部を隠す
ことで絵をつくりだすテレビです。点灯消灯を繰り返さないので寿命が

長く電気代が安いけれど完全に黒を表現することが難しいという特徴があります。
昔、液晶は表示速度が遅いと言われていましたが最近の技術進歩でほとんど差はありません。

（システム理工学部助教 大澤 穂高）

A 買えます。ただし、株を買うためにはまず
証券会社に口座を開設しなくてはなりませ

んが、このとき必ず親権者の同意書が必要です。
証券会社によっては年齢制限や親権者が同じ証
券会社に口座を開いていることなど、他の条件
を付けている場合があります。そもそも未成年
者の口座は開設できない証券会社もありますか
ら、ホームページなどで確認しましょう。証券

市場では大人も子どもも同じ１人の投資家です。ゲーム感覚
で投資をすると痛い目にあうかもしれません。投資する際に
は、どの会社の株を買うのか、なぜそれを買うのか、しっか
り研究しましょう。

（商学部専任講師 田村香月子）

A 受け入れています。ただし、他の先進諸国と比べるとその数は非
常に少ないものです。日本で難民として受け入れられるには、難

民認定申請を行い難民と認定されなければなりません。本人が『難民
である』と主張するだけではだめです。2006年度の申請数は954人で、
難民と認定されたのは34人でした。一方、世界中で難民のために活動
を行っている国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）は、2006年度は
980万人程度の難民を保護しました。また、UNHCRが保護していな
いけれども、『難民』と同じように困窮し、生命の危機に瀕した状態に
いる人びとが世界中には多数います。

（政策創造学部教授 柄谷利恵子）

A 地球の気象は、このところすっご
く不安定。原因は石油などの化石

エネルギーの消費で出た炭酸ガス。欧
州連合に加盟する先進国は急速に、化
石エネルギーから太陽光などの再生可
能エネルギーに転換しており、日米な
どを遠く引き離しています。日本は京
都会議を主導する立場であったのに、

自国の数値目標すら達成が難しくなっています。私た
ち日本の消費者も省エネへ価値観を変える必要があり
ます。ぼくは10年ほど前から肉食をやめ、発展途上国へ
の小さな寄付などもしています。自転車通勤に変えて
１年が過ぎました。生活が夜型なのですがこれも変え
ねばと思っています。

（文学部教授 木庭 元晴）

A マンガ不況と言われて久し
いですが、マンガを読む人

は減ってはいません。現代の若
者でマンガを全く読んだことの
ない人はほとんどいないのでは
ないでしょうか。子どものころ

からマンガを身近に感じ、大人になってもマンガを読む
という世代層は拡大し続けています。また、韓国をはじ
めとした近隣諸国、近年では中国や欧米にまで日本マン
ガは広まりつつあります。いろいろな国の人びとと、自
分が好きなマンガの話で盛り上がれる時代の到来です。
マンガ人口は増加の一途をたどっているといえるのでは
ないでしょうか。

（社会学部専任講師 守 如子）

A 円高は、ドル、元、ユ－ロなど外国通貨に比して円が高くなる
こと、すなわち同額の円でより多額の外国通貨を買えることで

す。だから同額の円でより多くの外国のもの、例えば原油を買うこ
とができ、日本経済にとっていいのではないでしょうか。
しかし何事にも裏側があります。外国通貨で日本円を買い、日本

のもの、例えば日本車を買う人には不利になるから、外国に日本の
ものを売る人には不利になります。このプラスとマイナスの合計はプラスかマイナスか、自
分で考えてみてください。自分にとってはどうか、他の誰それにとってはどうか、日本全体
をどう合計するか。円安は、円高の反対です。

（経済学部教授 佐藤 真人）

A 結婚指輪の習俗は、中世から教会
の結婚式で定着しましたが、古代

ローマ時代では、婚約時に指輪を女性
の左手薬指にはめました。当時の人び
とは、左にある心臓（ハート）から導
管（血管）が左手薬指に繋がっている
と信じ、その指に円形の永遠のシンボ
ルをはめることにより、女性のハート

を繋ぎとめられると考えたのです。さらにそれには、
女性の魔力を封じ込めるという男性の願望が込められ
ていました。この習俗はイギリス、フランス、アメリ
カでも継承されましたが、ドイツ、オーストリア、ロ
シアでは新郎新婦とも指輪を左手ではなく、右手薬指
にはめます。

（文学部教授 浜本 隆志）

結婚指輪はなぜ左手薬指にするの？Q

A 宝くじは、公共事業の財源確保を目的に、各都道府県や政令指
定都市などにより、昭和23（1948）年に制定公布された「当

せん金附証票法」に基づいて発売されるもので、当せん金は非課税
となっています。しかし、受領した当せん金を家族で分けた場合、
贈与を受けた人の受け取った額が110万円を超えると、贈与税がか
かってきます。ちなみに、贈与税は累進課税といって、額が多くな

ればなるほど税率が高くなるという仕組みになっており、たとえば、子どもの１人が1000
万円の贈与を受ければ、231万円も税金を払わなければなりません。家族といえども、うか
つに分けない方がベターかも？

（法学部教授 千藤 洋三）

宝くじの当せん金を家族で
分ければ、税金はかかるの？Q

日本の経済にとって、円高と円安では
どちらがいいの？

プラズマテレビと液晶テレビの違いは？

A 古代や中世には牛飼いや陶工は他人のものと区別するた
めに焼き印やサインを使い、品質保証のために商標が生

まれました。今日ではブランドはさらに独特のスタイルやテ
イスト、意味世界を表す手段です。ナイキは単なるアスリー
トのためのシューズではなく、若者の憧れの的でしょう。マ

クドナルドやスターバックスに出会うとホッとします。またコカ・コーラの買収には
最低でも６兆円必要です。不二家や赤福、船場吉兆など老舗ブランドの相次ぐ不祥事
は、企業、消費者や社会にとってブランドがかけがえのないものであることを教えて
くれました。ブランドの構築には長い年月がかかりますが、失墜するのは一瞬です。

（商学部教授 陶山 計介）

ブランドに傷がつくというけれど、
それほど大事なものなの？

株券は子どもでも買えるの？

A 大食を肯定的に見る文化があり、現代日本で
は食に質を求める美食ブームの陰で、Ｂ級グ

ルメや量を追求する人たちがいることも事実です。
軽さや繊細さ、形式を強調する美食傾向に対し、
「メガ食品」の発想は、重く実質的ですぐ身になる
という対抗的な考え方に基づきます。健康ブーム
は美食傾向に密接に関係するのにくらべ、安く便
利で効率が良いメガ食品は一部の社会的ニーズに

応えています。健康ブームの有りようもメガ食品も、考えてみれ
ば、欧米化を受けた流行現象で、日本のような欧米化志向の強い
社会の当然の帰結とも言えます。

（社会学部教授 熊野 建）

健康ブームといわれているのに、メガマック
やメガ牛丼がどうして売れているの？

マンガ人口は
増えているの？

公共事業で市町村は困ることが
あるの？

A 関西でテレビを見るのには、主に生駒山の送信所から
の電波を受けているので、何も変わりません。NHKや

民放などの「地上テレビ放送」は2011年７月24日でアナロ
グ放送が終了し、すべてデジタル放送になります。ＣＭでも
やっている「地デジ」のことで、いろいろな特徴があります。
携帯電話などでも見られる「ワンセグ」もその一つです。関
東圏で、都心部で増えている超高層ビルの影響でワンセグが
受信しにくいのを解消するのと、アナログ放送と同じ範囲に
電波を届けるなどのため、今の東京タワーの代わりに建てら
れる電波塔です。

（総合情報学部教授 佐野 匡男）

新しい東京タワーができると
何がどう変わるの？

日本でも難民を受け入れているの？

気象不安定化に対して私たちが
できることはあるの？

A 蚊に刺されても痛みを感じない理由は、蚊の口針が
非常に細いことが挙げられます。病院で治療や検査

でよく目にする注射針は細くても200～300μm （マイ
クロメートル: 1000分の1ミリメートル）程度の太さで
すが、蚊の口針は30～50μmです。そのため、蚊の針
は痛点（皮膚にある痛みを感じる感覚点: 200個／雛）
を刺激する確率が注射針に比べて非常に低くなります。
このほか、蚊の口器は７本の細長い器官から構成されて
いることが知られており、これら各器官が有機的に働い
て痛みの少ない穿刺（せんし）が行われていると考えら
れています。

（システム理工学部教授 青柳 誠司）

A 例えば、新機種の登場によって次々と廃棄される携帯電話。この中
には金や銀などの貴金属がこれらの原料鉱石よりもはるかに高い割

合で含まれています。「都市鉱山」という言葉は、家電ゴミや廃棄物を
収集し、有価物を分離・回収するリサイクルシステムを表すとも解釈で
きます。ただし、リサイクルといえども原則として経済合理性が求めら
れます。質問のようなリサイクルを実現するためには、「廃棄物をどの
ように集めて」、「必要な成分をいかにして効率よく取り出すか」がカギ
であり、特に後者が工学的、技術的な課題といえるでしょう。

（環境都市工学部専任講師 村山 憲弘）

家電ゴミや産業廃棄物を新たな製品の
原料として使えないの？

日本で貨幣が使われるようになった
のはいつごろから？

A 異種の半導体を貼り合わせたもの
に太陽光をあてる、あるいは、酸

化チタンとよばれるセラミックスの板
と白金の板を水に浸して電線で結び、
酸化チタン板に太陽光をあてると、電
流が流れます。半導体を貼り合わせた
ものや、水に浸した酸化チタンは、電
子が転がり落ちる坂道をもっており、

坂道の頂上に電子を放り上げるのが太陽光なのです。
いわば、太陽光が坂道の頂上に電子を放り上げ、その
あとは、電子が勝手に坂道を転がり落ち、それが電流
となるのです。これらを理解するためには高校で学ぶ
物理と化学の知識が必要です。

（化学生命工学部教授 幸塚 広光）

太陽の光は、どのようにして
電気エネルギーに変わるの？

緑茶を飲むとがんになりにくいの？

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A 図書館スタッフの助けを借りて、ユネスコの資料から、次のこ
とがわかりました。１位は、（ウォルト）ディズニー・プロダ

クション、２位は、ミステリー作家のアガサ・クリスティというこ
とです。子どもにとって大切な友となるディズニーの登場人物たち、
また、緻密な構成で作り上げられたミステリー作品が、それぞれ、
多くの読者を獲得しているのでしょう。
ちなみに、個々の作品（小説に限る）を考えると、サン＝テグジ

ュぺリの『星の王子さま』が世界中でよく読まれていると、いくつ
かの本で読んだことがあります。その伝えるメッセージの大切さが、
この作品の人気を支えていると言えるでしょう。

（外国語教育研究機構教授 石原 敏子）

世界でもっとも翻訳本（書）が出されている作家は？Q

Q

A

B

C

Q
次の３つの文のうち、どれが正しいでしょうか。
A.英語を使用している人が、世界中で一番多い。
B.言語の中で、一番文法が正しく美しい言語は英語である。
C.英語を使用している人が、世界で一番影響力がある。

正解はCです。A.世界一多くの人が使用している言語は、中国語です。B.科学的実
証はなく、実は、どの国でも多くの人が、自分が使っている言語が一番美しいと思い
込んでいます。C. 特に第二次世界大戦後、アメリカが広い分野（ビジネス、科学、メ
ディア、エンターテーメントなど）において影響力を持ち始め、その結果英語が共通
語となってきました。日本でも、航空管制、外交、学術などに英語が使用されています。

（外国語教育研究機構教授 カイト由利子）

Q

誰しも、日常生活においてふと感じる素朴な疑問があるものです。
そんなさまざまな疑問に本学の教員がお答えします。

Q

経済効果って、
どうやって算出するの？

地下水をくみ上げても、
地盤沈下しないの？Q

世界の共通語はどうして英語なの？

A

注射針は刺すと痛いのに、どうして
蚊に刺されても痛くないの？

裁判員制度が始まると裁判は
どう変わるの？

A 殺人などの重大事件の刑事裁判について、被告人が有罪
か無罪か、有罪の場合どのような刑を科すのか、これら

のことを決める審理や評議が、裁判官（３人）だけの合議体
によってではなく、国民の中からくじで選ばれた裁判員（６
人）も参加する９人の合議体によって、分かりやすい平易な

言葉を使って行われることになるので、法律の専門家ではない一般国民の意見が裁
判に反映され、刑事裁判が国民にとって身近なものになります。また、事前準備を
充実させ、連続した審理が行われ、短期間のうちに判決の言い渡しができ、裁判の
大幅なスピードアップも実現されることになります。

（法科大学院教授 栗原 宏武）

Q

A 確かに、刑法は服役後10年、少年法は服役後7年経過す
れば仮釈放を行うことができると定めています。そのた

め、実際に服役後10年余りで仮釈放される者がいた時期もあ
りました。しかし、最近、無期懲役で仮釈放になる者はほと
んどいなくなりました。しかも、仮釈放までの期間が急激に
長期化し、犯行当時少年であったとしても、少なくとも服役
後20年強経過しなければ仮釈放は許されなくなりました。中
には犯行当時少年で50年以上服役している受刑者もいます。
日本の無期懲役は終身刑に近づきつつあると言えます。

（法学部専任講師 永田 憲史）

無期懲役になっても10年経てば
仮釈放されるって本当なの？Q

A 1972年にローマクラブが発表した「成長の限界」
以来、石油の耐用年数は常に25～40年を維持して

います。これは、新たな油田の発見や海底油田の採掘、
最大40%台の回収率の改善などによりますが、80年代
以降に巨大油田の発見はなく、確かに限界に近づいては
いるようです。しかし、テレビもない馬車社会の再来は
考え難く、枯渇以前に代替資源への移行が進むでしょう。
最近では環境面からも代替が望まれています。つまり、

人類が原油の最後の一滴を消費する枯渇の瞬間はないでしょう。なお、
現在の価格高騰は先物投機が主要因で、在庫は十分にあります。

（総合情報学部教授 伊藤 俊秀）

石油は何年後に枯渇するの？Q

（４）平成２０年（２００８年）２月１日第 ３５０ 号（５）



私
た
ち
経
済
学
部
の
本
西
泰

三
ゼ
ミ
は
、
関
西
学
院
大
学
で

行
わ
れ
た
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
関
関

戦
」
に
参
加
し
た
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
「
大
都
市
に
お
け

る
水
道
事
業
民
営
化
」
に
つ
い

て
肯
定
側
に
立
ち
討
論
す
る
こ

と
に
な
り
、
二
カ
月
前
か
ら
準

備
し
て
き
た
。
こ
の
大
会
へ
参

加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
も
の
は
と
て
も
大
き
か
っ
た

と
思
う
。

一
点
目
は
、
他
校
と
交
流
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
学
内
の
交
流

で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
独
特
の
緊
張
感

や
新
鮮
さ
が
味
わ
え
た
こ

と
で
あ
る
。
関
西
学
院
と

い
う
完
全
な
ア
ウ
エ
ー
で

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
と
い

う
緊
張
感
は
今
ま
で
に
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
も
の
で
あ
り
、
他
大
学

の
ゼ
ミ
が
ど
の
よ
う
な
雰

囲
気
で
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
研
究
し
て
い
る
の
か

を
知
る
と
て
も
い
い
機
会

で
あ
っ
た
。

二
点
目
は
、
み
ん
な
で

協
力
し
一
つ
の
こ
と
を
や

り
遂
げ
る
と
い
う
達
成
感

が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
関
西
学
院
と
の
対

戦
と
い
う
こ
と
で
絶
対
に
負
け

た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
団
結
は
学
内
対
戦
で
は
生

ま
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
朝
か
ら
み
ん
な
で
集
ま
り

討
論
し
あ
っ
て
準
備
し
て
き
た

の
で
、
勝
利
で
き
た
時
の
達
成

感
も
こ
れ
ま
で
味
わ
う
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
こ
の
大
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
と

て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
交
流
が
続
い
て
い
け
ば

両
大
学
に
と
っ
て
非
常
に
良
い

と
思
う
。

（
経
済
学
部
三
年
次
生

川
原

啓
輔
さ
ん
）

私
は
商
学
部
の
岸
谷
和
広
ゼ

ミ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
商
品

開
発
を
学
ん
で
い
る
。
今
秋
、

七
大
学
八
ゼ
ミ
（
全
四
十
チ
ー

ム
）
が
参
加
す
る
「
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
（
Ｓ
カ
レ
）」
に
参
加

し
た
。
こ
れ
は
、
エ
レ
フ
ァ
ン

ト
デ
ザ
イ
ン
社
の
運
営
す
る「
空

想
生
活
」
と
い
う
サ
イ
ト
上
で

チ
ー
ム
ご
と
に
鞄
の
新
製
品
の

提
案
を
行
う
実
践
的
な
作
業
を

複
数
の
大
学
で
経
験
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
Ｓ
カ
レ

の
最
大
の
特
徴
は
、
提
案
し
た

鞄
に
対
し
て
、「
空
想
生
活
」上
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
る
人
び
と
の

投
票
に
よ
り
、
上
位
六

チ
ー
ム
は
実
際
に
「
豊

岡
鞄
」
を
造
る
鞄
メ
ー

カ
ー
６８
社
の
協
力
を
得

て
製
品
化
を
検
討
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
私
た
ち
は
、

洗
濯
用
の
袋
が
取
り
外

し
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
バ

ッ
ク
を
提
案
し
た
。
そ
の
際
、

人
び
と
に
ほ
し
い
と
い
う
投
票

を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
な
が
ら
企
画

を
修
正
し
、
企
画
案
を
告
知
す

る
た
め
に
ビ
ラ
を
ま
く
な
ど
の

活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

投
票
数
三
位
を
獲
得
し
、
製
品

化
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

私
は
こ
の
企
画
に
参
加
し
、

実
際
に
製
品
開
発
す
べ
て
の
プ

ロ
セ
ス
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で

き
、
授
業
で
勉
強
す
る
内
容
を

さ
ら
に
深
く
学
べ
た
と
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、
他
大
学
に
も
同

じ
目
標
に
向
か
う
仲
間
が
た
く

さ
ん
い
た
た
め
、
良
い
刺
激
を

受
け
な
が
ら
夢
中
に
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

の
自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
っ
た
。

（
商
学
部
三
年
次
生

柏

朋
代
さ
ん
）

提案したスポーツ
バックの詳細図

提案したスポーツバッ
クのコンセプト広告

「空想生活（Ｓカレ）」
のＵＲＬ

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
か
ら
提
示
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
の
再
構
築
」
と
い

う
課
題
を
も
と
に
、
関
関
同
立

の
四
大
学
か
ら
二
チ
ー
ム
、
計

八
チ
ー
ム
が
同
球
団
の
役
員
を

含
む
広
報
担
当
の
現
役
社
員
の

前
で
競
合
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

私
は
こ
の
競
合
プ
レ
ゼ
ン
を

振
り
返
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
ん
だ
と
思
う
。
例
え
ば
そ

れ
は
議
論
の
中
で
発
見
し
た
ゼ

ミ
生
の
新
し
い
顔
、
他
大
学
の

プ
レ
ゼ
ン
か
ら
気
づ
く
斬
新
な

視
点
、
論
理
の
大
切
さ
な
ど
で

あ
る
が
、
私
自
身
が
最
も
感
慨

深
く「
学
び
」を
感
じ
た
の
は
、

「
知
識
の
立
体
化
」で
あ
っ
た
。

講
義
ス
タ
イ
ル
で
獲
得
し
た

知
識
は
、
平
面
的
な
段
階
で
押

し
と
ど
ま
っ
て
い
る
感
が
あ

る
。
そ
れ
ら
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

す
る
こ
と
で
奥
行
き
や
輪
郭
が

与
え
ら
れ
、
本
当
の
意
味
で
の

「
知
識
」と
な
る
。
私
に
と
っ
て

知
識
を
立
体
化
す
る
最
た
る
機

会
こ
そ
が
、
こ
の
競
合
プ
レ
ゼ

ン
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
本

番
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
想
像
し
な
が
ら
ゼ
ミ
生
と
議

論
す
る
過
程
で
、
頭
の
隅
に
あ

っ
た
知
識
群
が
引
き
出
さ
れ
、

そ
れ
ら
が
立
体
化
し
て
い
く
感

覚
は
非
常
に
心
地
よ
か
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
か
ら
解
放

さ
れ
、
多
く
の
時
間
を
自
分
の

好
き
な
こ
と
に
使
え
る
の
が
大

学
生
で
あ
る
。「
学
ぶ
」
大
切

さ
。「
学
ぶ
」
楽
し
さ
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
で

大
学
生
活
は
、
よ
り
み
ず
み
ず

し
く
味
わ
い
深
い
も
の
に
な
る

と
思
う
。

（
社
会
学
部
三
年
次
生

立
花

圭
輔
さ
ん
）

昨
年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
、
建
築
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究

室
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
西
武
庫
団

地
自
主
改
修
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
加
し
た
。
関
西
の
五

つ
の
大
学
お
よ
び
専
門
学
校

（
関
西
大
学
・
武
庫
川
女
子
大

学
・
京
都
工
芸
繊
維
大
学
・
大
阪

市
立
大
学
・
大
阪
工
業
技
術
専

門
学
校
）
が
参
加
し
た
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
兵
庫
県
尼

崎
市
の
西
武
庫
団
地
三

十
一
棟
を
借
り
、
各
大

学
が
一
住
戸
を
選
び
、

学
生
が
自
分
た
ち
の
手

で
住
戸
内
を
改
修（
設
計

・
解
体
・
施
工
）す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
、
対
象
と

な
る
住
棟
が
実
験
終
了

後
一
カ
月
で
解
体
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
解
体
さ
れ
る
と
き
に

廃
材
を
出
さ
な
い
こ
と
、
解
体

後
も
再
利
用
が
で
き
持
ち
運
び

も
自
由
に
で
き
る
こ
と
、
環
境

的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
素
人
で

も
容
易
に
施
工
可
能
で
あ
る
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
実
験
を
行

っ
た
。
住
戸
内
を
、
多
様
で
自

由
度
の
高
い
空
間
に
す
る
た
め

に
、
既
存
の
畳
の
部
屋
の
一
部

を
最
低
限
の
居
室
（
ウ
チ
）
と

し
て
入
れ
子
状
に
残
し
、
残
り

は
バ
ル
コ
ニ
ー
ま
で
の
ひ
ろ
が

り
の
あ
る
ソ
ト
空
間
と
し
、
住

ま
い
手
が
自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
で
き
る
構
成
と
し
た
。
施
工

で
は
大
変
な
時
も
あ
っ
た
が
、

み
ん
な
一
丸
と
な
っ
て
、
楽
し

く
や
り
遂
げ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年

九
月
二
十
九
日
の
都
市
住
宅
学

会
近
畿
支
部
、
住
宅
団
地
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
西
武
庫
団
地

自
主
改
修
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
蘇
る
中
古
団
地
の
住

戸
「
学
生
に
よ
る
自
主

改
修
」）」
を
持
っ
て
終

わ
っ
た
が
、
私
た
ち
関

西
大
学
の
案
が
、
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者

の
投
票
で
、
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
。

（
大
学
院
工
学
研
究
科

Ｍ
一申

修
林
さ
ん
）

球団のブランドイメージ向上に向け
て提案を行う（於：関西学院大学）
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新刊の新刊の�新刊の�

�
奨
学
金
�

本
学
で
は
、
学
生
諸
君
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
充
実
し

た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご

し
て
も
ら
う
た
め
に
多
様
な
奨

学
金
制
度
を
設
け
て
い
る
（
表

参
照
）。
最
近
で
は
、
平
成
十
九

年
度
新
入
生
以
降
の
学
生
を
対

象
に
新
し
い
給
付
奨
学
金
制
度

が
発
足
し
た
。
学
部
学
生
対
象

の
奨
学
金
と
し
て
は
、
入
学
成

績
が
特
に
優
秀
な
者
に
最
短
就

業
年
限
ま
で
「
授
業
料
全
額
」

を
給
付
す
る
第
１
種
給
付
奨
学

金
、
学
業
成
績
優
秀
で
あ
っ
て

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
者
に
、
一
年
間
に
限
り
「
授

業
料
の
半
額
」
を
給
付
す
る
第

３
種
給
付
奨
学
金
お
よ
び
家
計

支
持
者
が
地
震
や
台
風
等
の
天

災
に
よ
り
人
的
ま
た
は
物
的
被

害
を
受
け
家
計
が
急
変
し
た
者

に
、
学
費
（
授
業
料
・
教
育
充

実
費
・
実
験
実
習
料
）
全
額
を

上
限
に
給
付
す
る
第
５
種
給
付

奨
学
金
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
貸
与
奨
学
金
制
度
の

う
ち
、
入
学
時
に
関
連
す
る
奨

学
金
と
し
て
は
関
西
大
学
入
学

時
貸
与
奨
学
金
が
あ
る
。

こ
の
奨
学
金
は
経
済
的
に
入

学
時
の
学
費
の
納
入
が
極
め
て

困
難
な
者
を
対
象
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
合
格
発
表
後
、
直
ち

に
手
続
き
が
必
要
と
な
る
た

め
、
希
望
者
は
合
格
通
知
書
と

と
も
に
郵
送
さ
れ
る
『
関
西
大

学
入
学
時
貸
与
奨
学
金
の
案

内
』
を
熟
読
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
そ
の
他
の
奨
学
金
は
入
学

後
に
出
願
が
可
能
と
な
る
。
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
詳

細
は
入
学
手
続
�
完
了
者
に
送

付
さ
れ
る
『
奨
学
金
の
案
内
』

を
参
照
し
、
出
願
し
て
ほ
し

い
。

�
学
生
寮
�

本
学
で
は
、
教
育
的
効
果
を

期
待
す
る
施
設
と
し
て
、「
学
生

国
際
交
流
館
・
秀
麗
寮
」【
男
子

寮
】
と
「
ド
ミ
ト
リ
ー
月
が

丘
」【
女
子
寮
】、
二
つ
の
学
生

寮
を
設
置
し
て
い
る
。
い
ず
れ

の
寮
も
、
単
に
居
住
す
る
だ
け

の
場
所
と
い
う
の
で
は
な
く
、

二
年
間
で
規
律
あ
る
共
同
生
活

を
通
じ
て
互
い
に
研
鑚
し
あ

い
、
人
格
向
上
に
努
め
る
こ
と

に
よ
り
健
全
な
人
間
関
係
を
育

成
し
、
ま
た
、
留
学
生
と
の
交

流
を
通
じ
て
国
際
感
覚
の
育
成

や
相
互
交
流
の
推
進
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

入
寮
希
望
者
は
、
合
格
発
表

後
、
直
ち
に
手
続
き
が
必
要
と

な
る
の
で
、
合
格
通
知
書
と
と

も
に
郵
送
さ
れ
る
『
平
成
二
十

年
度
学
生
寮
・
下
宿
に
つ
い

て
』
を
熟
読
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
関
西
大
学
生
活
協
同

組
合
で
は
、
下
宿
紹
介
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
下
宿
紹
介
を
希

望
す
る
人
は
、
各
自
で
同
組
合

住
宅
事
業
部
に
問
い
合
わ
せ
願

い
た
い
。

な
お
、
住
居
は
学
生
生
活
を

送
る
う
え
で
、
重
要
な
要
素
と

な
る
の
で
、
慎
重
に
選
択
す
る

必
要
が
あ
る
。
学
生
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
学
生
生

活
」
の
ペ
ー
ジ
で
も
、
契
約
に

関
す
る
注
意
事
項
、
下
宿
生
活

を
送
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
確

認
し
て
ほ
し
い
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

昨
年
十
二
月
五
日
、
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
「
外
国
人
留

学
生
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
台
湾
、
韓
国
な
ど

か
ら
の
留
学
生
八
人
が
出
場
し

た
。五

回
目
と
な
る
今
回
は
、「
私

と
柔
道
」、「
私
の
中
の
ミ
ヤ
ザ

キ
ワ
ー
ル
ド
」、「
新
幹
線
を
シ

ベ
リ
ア
で
」
な
ど
多
彩
な
テ
ー

マ
で
、
自
分
自
身
の
夢
や
留
学

生
活
で
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
、
各
七
分
間
に
わ
た
っ

て
話
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

日
本
人
学
生
審
査
員
か
ら
の
質

問
に
、
日
本
の
方
言
に
つ
い
て

語
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身

の
社
会
学
部
生
ト
・
ジ
ョ
シ
ュ

ア
さ
ん
が
一
年
次
生
な
が
ら
流

暢
な
日
本
語
で
答
え
る
な
ど
、

互
い
の
理
解
を
深
め
る
国
際
交

流
の
場
と
な
っ
た
。
大
賞
は
、

り
じ
ゅ
ん

中
国
出
身
の
李
俊
さ
ん
（
経
済

学
研
究
科
Ｍ
一
）。「
福
娘
の
目

か
ら
見
た『
十
日
戎
』」と
題
し
、

昨
年
今
宮
戎
神
社
の
福
娘
に
選

ば
れ
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披

露
、
最
後
に
�
大
阪
締
め
�
で

ス
ピ
ー
チ
を
締
め
く
く
り
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

昨
年
十
二
月
十
三
日
に
、「
え

べ
っ
さ
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ

て
い
る
今
宮
戎
神
社
十
日
戎
の

福
娘
の
選
考
会
が
行
わ
れ
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
本
学
の
留
学

生
五
人
が
選
ば
れ
た
。

「
教
育
水
準
の
高
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
日
本
人
の
礼
儀

正
し
さ
に
感
銘
を
受
け
、
留
学

先
と
し
て
日
本
を
選
び
ま
し

た
。
福
娘
と
し
て
仕
事
が
で
き

る
の
は
、
留
学
生
活
の
中
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
に

な
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
福

娘
代
表
の
一
人
で
、
ベ
ト
ナ
ム

出
身
の
ト
ラ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ

・
ハ
ー
さ
ん（
社
二
）。

今
年
一
月
九
日
か
ら
十
一
日

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
朝
九
時

か
ら
夜
九
時
ま
で
福
笹
を
手
渡

す
と
い
う
ハ
ー
ド
な
内
容
に
も

関
わ
ら
ず
、
慣
れ
な
い
着
物
に

千
早
を
羽
織
っ
た
え
ぼ
し
姿

で
、
大
勢
の
参
詣
者
に
笑
顔
で

接
し
た
。

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら

二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
第
七
十

六
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
選
手
権
大
会
（
大
阪
・
な

み
は
や
ド
ー
ム
）
男
子
シ
ン
グ

ル
で
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の

�
橋
大
輔
さ
ん
（
文
四
）
が
三

連
覇
を
達
成
し
、
三
月
の
世
界

選
手
権
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
イ

ェ
ー
テ
ボ
リ
）
に
二
年
連
続
出

場
が
決
ま
っ
た
。

ま
た
、
一
月
五
日
か
ら
八
日

に
行
わ
れ
た
第
八
十
回
日
本
学

生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
（
北

海
道
苫
小
牧
市
）で
、ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
部
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
競
技

Ａ
級
女
子
団
体
優
勝
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
が
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
競
技
で
五
位
に
入
賞
し
た
。

個
人
の
実
力
が
問
わ
れ
る
時

代
で
す
。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実

務
的
な
資
格
取
得
や
国
家
試
験

合
格
の
た
め
の
実
力
ア
ッ
プ
を

め
ざ
し
、
四
月
か
ら
順
次
、
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

目
標
点
数
別
ク
ラ
ス
を
設
置
し

た
英
語
講
座

「
英
語
講
座
」
で
は
、
多
く

の
企
業
で
昇
進
要
件
と
さ
れ
る

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

と
留
学
に
必
須
の

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

の
各
テ
ス
ト
対
策

コ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策
コ
ー
ス

で
は
点
数
別
に
ク
ラ
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
実
力
に
あ
っ

た
ク
ラ
ス
を
受
講
し
て
、
真
の

英
語
力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

レ
ベ
ル
や
目
的
に
応
じ
た
情
報

処
理
講
座

「
情
報
処
理
講
座
」
で
は
、

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
ス
キ
ル
習
得
を

目
的
と
す
る
コ
ー
ス
と
パ
ソ
コ

ン
検
定
４
級
・
３
級
の
試
験
対

策
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

公
務
員
受
験
を
早
期
か
ら
支
援

「
公
務
員
講
座
」
は
、
国
家

�
種
、
�
種
、
地
方
上
級
な
ど

の
行
政
職
を
は
じ
め
、
技
術

系
、
土
木
職
、
心
理
職
と
多
彩

な
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
ま

す
。「
国
家
公
務
員
�
種
」
を
志

望
す
る
人
の
た
め
に
本
学
学
生

を
対
象
と
し
た
特
待
生
割
引
制

度
を
設
け
る
な
ど
支
援
も
充
実

し
て
い
ま
す
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士
受
験
を

簿
記
検
定
講
座
か
ら
支
援

「
会
計
職
講
座
群
」
で
は
、

簿
記
を
初
め
て
学
ぶ
人
の
た
め

に
「
簿
記
検
定
講
座
」
の
三
級

対
策
コ
ー
ス
か
ら
公
認
会
計
士

や
税
理
士
を
め
ざ
す
コ
ー
ス
ま

で
設
置
し
て
い
ま
す
。

司
法
講
座
で
法
科
大
学
院
入
試

対
策
講
座
と
司
法
書
士
対
策
講

座
を
開
講

「
司
法
講
座
」
で
は
、
法
科

大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
の

合
格
を
め
ざ
し
て
、
一
年
次
か

ら
法
律
学
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

「
基
礎
コ
ー
ス
」
を
は
じ
め
、

実
践
的
な
答
案
練
習
や
適
性
試

験
対
策
ま
で
段
階
的
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
で
き
る
コ
ー
ス
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
司
法
書
士
対
策
講
座

で
は
主
要
４
科
目
を
大
学
の
授

業
と
両
立
で
き
る
無
理
の
な
い

ペ
ー
ス
で
学
べ
ま
す
。

資
格
試
験
対
策
講
座
も
充
実

実
力
あ
る
講
師
陣
で
定
評
の

あ
る
「
宅
建
」「
旅
行
」「
通
関

士
」「
色
彩
検
定
」「
社
会
保
険

労
務
士
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

・
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋
２

級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
）」
な
ど
資
格
試

験
対
策
講
座
も
充
実
し
て
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１

�
０
１
２
０
―

３
６
８
―

１
５
０

○
文
学
部
教
授

浜
本
隆
志
著

『
拷
問
と
処
刑
の
西
洋
史
』

（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日

・
新
潮
社
・
定
価
千
百
五
十
五

円
�
税
込
	
）

○
名
誉
教
授

坂
出
�
伸
著

『TAO
ISM
,M
ED
IC
IN
E

AN
D
Q
IIN
C
H
IN
A
AN
D

JAPAN

』

（
平
成
二
十
年
一
月
十
日
・
関

西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千
六

百
七
十
五
円
�
税
込
	
）

○
文
学
部
専
任
講
師

加
戸
陽
子
著

『
発
達
障
害
を
と
も
な
う
子
ど

も
へ
の
神
経
心
理
学
的
検
査
』

（
平
成
二
十
年
一
月
三
十
一
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二

千
五
百
二
十
円
�
税
込
	
）

●
�
福
武
学
園
と
の
合
併

去
る
一
月
十
五
日
に
学
校
法

人
関
西
大
学
と
学
校
法
人
福
武

学
園
と
の
合
併
が
文
部
科
学
大

臣
に
認
可
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
四
月
一
日
の

法
人
合
併
お
よ
び
関
西
大
学
北

陽
高
校
開
校
に
向
け
て
、
着
実

に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

三
月
三
十
一
日
（
月
）
に
は
、

法
人
合
併
お
よ
び
関
西
大
学
北

陽
高
校
開
校
を
記
念
す
る
式
典

を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
総
合
企
画
室
）

●
一
中
ラ
グ
ビ
ー
部
、
障
害
者

と
交
流

一
月
十
三
日
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
北
広
場
で
、
第
一
中
学
校

ラ
グ
ビ
ー
部
主
催
に
よ
る
「
第

一
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
グ
ビ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
一
中
生
徒
と
障

害
者
が
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
交

流
を
図
っ
た
。
大
学
生
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
一
人
の
参
加

者
に
つ
き
二
人
で
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
、ス
ト
レ
ッ
チ
、キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
、
ラ
ン
パ
ス
と
順
を
追

っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
。
ボ

ー
ル
に
触
れ
る
う
ち
、
互
い
に

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
様
子
。
同
部

顧
問
の
早
瀬
剛
教
諭
は
「
生
徒

に
と
っ
て
も
心
の
成
長
を
図
る

良
い
機
会
。今
後
も
、交
流
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

（
高
中
幼
事
務
室
）

変
更
の
お
知
ら
せ

本
紙
第
三
百
四
十
九
号
に
掲

載
し
た
関
西
大
学
北
陽
高
校
の

一
・
五
次
入
試
に
つ
い
て
、
専

願
受
験
者
が
定
員
を
大
き
く
超

え
る
見
込
み
と
な
り
、
さ
ら
に

併
願
受
験
者
の
受
け
入
れ
を
考

え
た
結
果
、
取
り
や
め
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

何
卒
ご
了
承
願
い
ま
す
。

○
社
団
法
人
日
本
鋼
構
造
協
会

◆
鋼
構
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇

〇
七
ア
カ
デ
ミ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

優
秀
発
表
賞

工
学
研
究
科
Ｍ
二

大
爺

健
司

（
平
成
十
九
年
十
一
月
十
五
日
）

金額（平成１９年度現行）

（年額）授業料相当額

（年額）授業料の半額相当額

災害による被災状況により異なる
が、授業料、教育充実費及び実験
実習料の合計相当額を上限
授業料、教育充実費及び実験実習
料の初学期分相当額
（年額）１学期分の授業料、教育

充実費及び実験実習料の
合計相当額

（月額）自宅５．４万円・自宅外６．４万
円

（月額）３万円・５万円・８万円
・１０万円から選択可能

（年額）個人：３０万円を上限、団
体：１００万円を上限

（年額）個人：２０万円を上限、団
体：企画内容・業績によ
り決定

（年額）欧米・豪州・中南米・ア
メリカ ５０万円、アジア
３０万円

（年額）５０万円

（年額）２４万円

団体により異なる

※ 一般入試（学部個別日程・全学部日程）・センター利用入試（前期・中期）およびＡＯ入試が対象

概要（期間）

給付
（最短修業年限）

給付（１年間）

給付（１年間）

無利子貸与
（入学時のみ）

無利子貸与
（１年間）

無利子貸与
（最短修業年限）
有利子貸与
（最短修業年限）

給付（１年間）

給付（１年間）

給付（１年間）

給付（１年間）

給付
（最短修業年限、
ただし植田奨励
金は１年間）

出願時期等

入学試験※
成績優秀者（出願不
要）

新入生：
入学試験※
成績優秀者（出願不
要）、ただし入学後、
家計収入に関する資
料提出を要し、選考
のうえ決定する
上位年次生：
前年度までの学業成
績優秀者対象

入学後に出願

合格発表後直ちに出
願

入学後に出願

入学後に出願

入学後に出願

交換派遣留学生決定
後に出願

ＤＤプログラム派遣
留学生決定後に出願

２年次生以上対象

奨学金の名称

関西大学第１種（学部入
学試験成績優秀者特別）
給付奨学金

関西大学第３種（学部成
績優秀者）給付奨学金

関西大学第５種（家計急
変者）給付奨学

関西大学入学時貸与奨学
金

関西大学奨学金

日本学生支援機構
第一種奨学金
日本学生支援機構
第二種奨学金
スポーツ振興奨学・奨励
金

関西大学文化・学術活動
等奨励金

関西大学国際交流助成基
金第１種奨学金

本学独自の奨学基金給付
奨学金
（赤井・柳楽・久井・野田奨
学金および植田奨励金）

民間奨学財団・地方自治
体等奨学金

区分

学業奨励奨学金
�
�
�

成績優秀者を奨
励・支援する奨
学金

�
�
�

経済支援奨学金
�
	
学生生活を支援
する奨学金



�

諸活動支援奨学金
�
	
学生の諸活動を
支援する奨学金



�

民間奨学財団・地方
自治体等奨学金

�
新
入
生
ガ
イ
ド
�

奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮
のののののののののののののののののののののののののの
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際
交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流館館館館館館館館館館・・・・・・・・・・
秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀麗麗麗麗麗麗麗麗麗麗麗麗寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮

【【【【【【【【【【女女女女女女女女女女子子子子子子子子子子寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮】】】】】】】】】】

【【【【【【【【【【男男男男男男男男男男子子子子子子子子子子寮寮寮寮寮寮寮寮寮寮】】】】】】】】】】

ドドドドドドドドドドドドミミミミミミミミミミミミトトトトトトトトトトトトリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーー
月月月月月月月月月月月月がががががががががががが丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘

今
年
も
留
学
生
が
福
娘
に
選
出

留学生がスピーチ
日本・日本人をテーマに

平成２０年（２００８年）２月１日第 ３５０ 号（７）



澤
田
亜
紀�

さ�ん�

井
浦
美
鈴�

さ�ん�

浦
部
紀
衣�

さ�ん�

矢野友理江�さ�ん�

中
川
絵
美�

さ�ん�

中
谷
彩
夏�

さ�ん�

右
側
�

尾
崎
舞�

さ�ん�

右
側
�

西
村
有
紗�

さ�ん�

中村悠子�さ�ん�

三村有希�さ�ん�

山
根
愛
以�

さ�ん�

左側�久保香織�さ�ん�

（写真提供：日本学生馬術連盟）�

空手道部�
西村有紗さん（文2）�
◆第8回アジア空手道選手権大会 3位�
○マレーシア・セレンバン�
（平成19年8月24～26日）�
�
陸上競技部�
中村悠子さん（文3）�
◆第84回関西学生陸上競技対校選手権大会（兼 第24回
ユニバーシアード日本代表選手選考競技会）�
　女子走幅跳 優勝�
○奈良市鴻ノ池運動公園陸上競技場ほか�
（平成19年4月14日、18～20日）�
�
三村有希さん（社1）�
◆第84回関西学生陸上競技対校選手権大会（兼 第24回
ユニバーシアード日本代表選手選考競技会）�
　女子走高跳 優勝�
○奈良市鴻ノ池運動公園陸上競技場ほか�
（平成19年4月14日、18～20日）�
◆2007全日本学生陸上競技チャンピオンシップ�
　女子走高跳 優勝�
○神奈川県平塚市総合公園平塚競技場�
（平成19年9月7～9日）�
◆第76回日本学生対校選手権大会�
　女子走高跳 3位�
○国立競技場�
（平成19年6月8～10日）�
◆日本ジュニア選手権大会�
　女子走高跳 優勝�
○大分県九州石油ドーム�
（平成19年10月19日）�
�
山根愛以さん（社1）�
◆第84回関西学生陸上競技対校選手権大会（兼 第24回
ユニバーシアード日本代表選手選考競技会）�
　女子三段跳 優勝�
○奈良市鴻ノ池運動公園陸上競技場ほか�
（平成19年4月14日、18～20日）�
◆2007全日本学生陸上競技チャンピオンシップ�
　女子三段跳 優勝�
○神奈川県平塚市総合公園平塚競技場�
（平成19年9月7～9日）�
◆第76回日本学生対校選手権大会 女子三段跳 2位�
○国立競技場�
（平成19年6月8～10日）�
◆日本ジュニア選手権大会 女子三段跳 2位�
○大分県九州石油ドーム�
（平成19年10月20日）�
�
なぎなた部�
◆第26回関西学生なぎなた選手権大会�
　団体の部 優勝�
○神戸松蔭女子学院�
（平成19年6月17日）�
�
久保香織さん（文3）�
◆第26回関西学生なぎなた選手権大会�
　三段の部 優勝�
○神戸松蔭女子学院�
（平成19年6月17日）�
�
自動車部�
大畑恵里奈さん（工4）�
◆全関西学生運転競技選手権大会�
　女子小型乗用車の部 優勝�
○近鉄自動車学校�
（平成19年6月24日）�
◆平成19年度全日本学生ジムカーナ選手権大会�
　女子個人の部 優勝�
○三重県鈴鹿市鈴鹿サーキット�
（平成19年8月24～26日）�

アイススケート部�
澤田亜紀さん（文1）�
◆2007近畿フィギュアスケート選手権大会 2位�
○兵庫県尼崎スポーツの森アイススケートリンク�
（平成19年10月6～8日）�
◆ＧＰシリーズ第4戦・フランス杯 出場�
○フランス・パリ�
（平成19年11月16～18日）�
�
射撃部 �

井浦美鈴さん（文1）�
◆第24回ユニバーシアード競技大会 代表選出�
○タイ・バンコク�
（平成19年8月8～18日）�
�
水上競技部�
浦部紀衣さん（文3）�
◆第24回ユニバーシアード競技大会�
　 4×100メートルメドレーリレー 日本チーム 優勝�
○タイ・バンコク�
（平成19年8月8～18日）�
◆世界競泳2007インジャパン�
　女子4×100メートルフリーリレー 日本チーム 5位�
　女子4×200メートルフリーリレー 日本チーム 5位�
○千葉県国際総合水泳場�
（平成19年8月21～24日）�
◆第83回日本学生選手権水泳競技大会�
　女子200メートル自由形 優勝�
　女子100メートル自由形 3位�
○東京辰巳国際水泳場�
（平成19年9月7～9日）�
�
矢野友理江さん（文1）�
◆第83回日本学生選手権水泳競技大会�
　女子200メートルバタフライ 優勝�
　女子800メートル自由形 優勝・大会新記録�
○東京辰巳国際水泳場�
（平成19年9月7～9日）�
◆世界競泳2007インジャパン�
　女子800メートル自由形 2位�
○千葉県国際総合水泳場�
（平成19年8月21～24日）�
◆競泳短水路ワールドカップ第2戦 �
　女子800メートル自由形 優勝�
　女子200メートルバタフライ 優勝�
○シンガポール�
（平成19年10月27・28日）�
◆競泳短水路ワールドカップ第3戦 �
　女子800メートル自由形 2位�
　女子200メートルバタフライ 2位�
○オーストラリア・シドニー�
（平成19年11月2・3日）�
�
馬術部 �

中谷彩夏さん（商3） �
◆第57回全日本学生賞典障害飛越競技大会 個人 優勝�
○ＪＲＡ馬事公苑�
（平成19年10月31日～11月1日）�
�
拳法部�
◆第52回全日本学生選手権大会�
　女子団体 優勝�
○大阪府立体育会館�
（平成19年12月2日）�
�
中川絵美さん（文3） �
◆第3回全国ブロック対抗女子学生団体戦�
　西日本学生女子チーム 2位�
○早稲田大学�
（平成19年6月3日）�
◆全・日本拳法総合選手権大会�
　一般女子個人の部 優勝�
○大阪市中央体育館�
（平成19年9月16日）�
�
尾崎舞さん（情2） �
◆第3回全国ブロック対抗女子学生団体戦�
　西日本学生女子チーム 2位�
○早稲田大学�
（平成19年6月3日）�

Woman athletes special feature

関大女性アスリート�
大集合�2007年、世界・日本・関西で�輝いた関大女性アスリートたち�

（写真提供：関大スポーツ編集局【一部除く】）�

平成２０年（２００８年）２月１日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は３月１９日発行の予定です

第３５０号

現
在
の
関
西
大
学
は
、
外

見
・
内
面
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
状
況

に
あ
る
。
関
西
大
学
通
信

は
、
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
び

と
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

責
務
を
有
し
て
い
る
。

本
号
で
は
、
笑
い
の
科
学

に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し

た
。
関
西
に
は
、
独
自
の
笑

い
の
文
化
が
あ
り
、
大
阪
を

地
盤
と
す
る
本
学
に
と
っ

て
、
笑
い
を
科
学
的
に
分
析

す
る
こ
と
は
意
義
深
い
と
感

じ
る
。
ま
た
、
リ
ク
ル
ー
ト

が
実
施
し
た
大
学
ブ
ラ
ン
ド

調
査
の
結
果
も
掲
載
し
た
。

幸
い
に
も
、
良
い
評
価
が
与

え
ら
れ
て
い
る
。

本
学
が
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
か
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
を
経
て
多
く
の
成

果
を
出
し
、
そ
れ
ら
を
広
く

紹
介
す
る
こ
と
に
左
右
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
、

興
味
深
く
、
良
い
記
事
を
発

信
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
下
家

浩
二
）

�編集後記�

鈴
木

俊
光
（
す
ず
き
・

と
し
み
つ
）
教
授

専
門
は
触
媒
工
学
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
。

編
著
書
に
『
２１
世
紀
を

担
う
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
』。
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
た
め
の

触
媒
開
発
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
触
媒
に
利
用
す
る
研

究
な
ど
も
展
開
し
て
い
る
。
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平成２０年（２００８年）２月１日第 ３５０ 号 （８）


